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1大学におけるESD講義の学習効果について
―ESDによる「人材育成論」授業から―
池田　満之※
Positive Effect shown by Lecture on ESD at an University
― A Case from “the Classroom of ESD Human-Resources Development” ―
Mitsuyuki Ikeda
　Aiming to develop human resources of high abilities for carrying out idea of ESD 
(Education for Sustainable Development), lectures have been held since 2011. From 
the lectures held eight times in both 2016 and 2017, the learning effect was analyzed 
to determine the best effective contents and technology. Lectures were held twice a 
week. The final result was high for the understanding of ESD based on students' self-
evaluation. That is, an average point in 2016 was 74 on a scale of a hundred, and 75 
in 2017. About the eight items that the student should be acquired, “co-operation with 
others”, “respect between people” and “active participation” ranked highest top levels. 
However, “critical thinking ability”, “human ties” and “thinking ability in multifaceted 
and comprehensive” were ranked low. The education effect was highest in “the ability to 
predict the future and plan ahead” showing by rise of 22 points in 2016 and 25 in 2017 
after attending the lecture. Students showed a positive awareness of the importance 
of the sustainability of both environmental and social conditions. It was thought to 
be important for present learning effect that the class includes "active participatory", 
"clarification of purpose and target" and "visualization". The learning effect was 
further enhanced by the award of the ESD Fellow certificate. By further analysis and 
considerations it is expected to promote educational curriculum development with higher 
learning effect.
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はじめに
　筆者は、2011 年度より 7 年間に渡り、
本学社会教育主事課程の授業「人材育成論」
（全学共通の自立力育成科目の 1 つ）の一
定回数を継続して担当してきた。2016 年
度および 2017 年度は、15 回の授業の中の
8 回分を担当して、ESD コーディネーター
2りの担い手を育む』ことや、『SDGs（持続
可能な開発目標：国連決議、2016 年 1 月 1
日発効）の達成に資するような ESD の深
化を図り、地球規模の課題を自らの問題と
して捉え、身近なところから取り組む態度
を身につけた持続可能な社会づくりの担い
手を育む』ことなどがあげられている。
　また、ESD は、次期学習指導要領（2017
年3月31日文部科学省公示）の重点事項「主
体的な学び・対話的な学び・深い学び」（ア
クティブ・ラーニング）やカリキュラム・
マネジメントなどとも深く通じる。次期学
習指導要領では、基本方針の理念を明確に
し，社会で広く共有されるよう新たに前文
を設けているが、その中でこれからの学校
には、急速な社会の変化の中で「持続可能
な社会の創り手となることができるように
する」ことが求められている。数年先を予
測することも困難な変動の激しい社会の中
で、いかに「生き抜く力を育む」ための教
育（ESD）が重要かを示唆している。
人材育成論の概要
　本学の人材育成論の授業は、15 回の多く
が ESD の授業になっているが、本著では
著者が担当してきた 8 回分に絞って取りあ
げる。
到達目標
　本授業では、毎回、授業の始めに、この
8 回の授業で達成したい到達目標の確認を
行ってから授業を行うことで、しっかりし
た目標意識をもって受講生には授業に取り
組んでもらった。本授業の達成目標は、『持
続可能な社会づくり・人づくりを担える人
材（ESD コーディネーター）の育成を目
指す。一連の授業を経て、ESD フェロー
（ESD 推進員）の認定者（認定証授与者）
になる実体験を通して、人材育成の考え方
や手法を身につける。』とした。
を養成するカリキュラムを通して、ESD
による人材育成論の授業を行った。本著
は、2016 年度および 2017 年度に行った授
業による学習効果を考察することで、どう
いう教育方法および内容が、ESD による
人材育成により効果的かを研究したもので
ある。
ESD とは
　ESD は、Education for Sustainable 
Development の略称で、日本語では「持
続可能な開発のための教育」と訳されてい
る。ESDでは、受講生個人ならびに受講
生の働きによる社会の意識（価値観）と行
動（生活習慣）の変容を促し、社会全体を
持続可能なものへと変革していくことを目
指している。本授業も、個人と社会の変容
を効果的に促せるようにカリキュラム開発
を行って実行した。ESD に関する基礎的
なことは、筆者がいくつもの図書などに書
いてきたので、文末に主な参考となる文献
を記載することで、ここでは以下の 2 点に
ついてだけふれておく。
　ESD のわが国における位置づけとして
は、第 2 期教育振興基本計画（2013 年 6
月 14 日閣議決定）で、「関わり」「つなが
り」を尊重し、多様で変化の激しい社会を
生き抜く力を養成するものとして、『現代
的，社会的な課題に対して地球的な視野で
考え、自らの問題として捉え、身近なとこ
ろから取り組み、持続可能な社会づくりの
担い手となるように ESD を推進する』と、
具体的な記載がされている。2018 年度か
ら始まる第 3 期教育振興基本計画の議論に
おいても、ESD は重要な柱として明確に
示されている。そこでは、『地域の多様な
ステークホルダ （ー学校、教育委員会、大学、
企業、NPO、社会教育施設など）の協働
により、ESD の実践・普及などとともに、
ESD の深化を図り、持続可能な社会づく
3にした実習）を授業期間中毎日実施しても
らい、１週間単位で結果の報告をしても
らった。
　1 週間単位でとりまとめた各自の「習慣
化」に向けた実践成果を図１〜２に示す。
毎週の実習結果は、実習レポート提出後の
次の授業までに集計、分析して授業の中で
全員が共有し、個人の変容と社会の変容に
どれくらいの成果（効果）が出ているのか、
進捗状況を「見える化」して確認し合った。
受講生全員がお互いに意識し、クラス全体
が 1 つのつながりを感じながら、各自が主
体的に学習に取り組む仕組みとした。
授業内容
　2017 年度は、2016 年度の授業結果を踏
まえ、また、その年の受講生に合わせて内
容を適宜改訂していっているため、まった
く同じ内容・構成ではないが、基本的な流
れは大筋同じである。授業内容の構成を表
１〜２に示す。この中で、ESD 検定につ
いては、両年度ともに概ね 7 回（ほぼ毎回、
問題を変えて）実施している。
　表１〜２には記されていないが、『ESD
しゅうかんチェックシート』を用いた「実
践行動の継続・習慣化のための実習」（個
人の変容と社会の変容のための波及を目的
表１　2016 年度の授業概要
4/18…ESD 検定に学ぶ
4/25… 地元学、京山地区の見える化（ESD
タイムトラベルと ESD ツーリズム）
に学ぶ
5/2… 京山 ESD 活動に学ぶ 1（全般的な
学びと京山地区「春の環境てんけん」
に向けた学び）
5/7… 現場体験（自由参加）：京山地区
｢春の環境てんけん｣
5/9… 京山 ESD 活動に学ぶ 2（環境てん
けんの総括）、自分たちのまちの
理想像
5/16… 京山 ESD 活動に学ぶ 3（未来に向
けて）、ESD コーディネーター検定
に学ぶ
5/23… 本大学に視点をあてた学び、ESD
広報用ポスター づくりワークショップ
5/30… ESD 学び 合 いワークショップ、
ESD フェロー認定証授与
6/6…全体のふりかえりと総括（まとめ）
図１　2016 年度の「習慣化と波及影響化」の実習結果（1 週間単位の成果の集計結果）
表２　2017 年度の授業概要
4/20…ESD 検定に学ぶ
4/27… 地元学、京山地区の「見える化」
に学ぶ
5/11… 京山 ESD 活動に学ぶ 1（全般的
な学びと京山地区「春の環境て
んけん」に向けた学び）
5/13… 現場体験（自由参加）：京山地区
｢春の環境てんけん｣
5/18… 京山 ESD 活動に学ぶ 2（環境て
んけんの総括）、自分たちのまち
の理想像
5/25… 京山 ESD 活動に学ぶ 3（未来に向
けて）、清心版「ESD かるた」に学ぶ
6/1… 本大学に視点をあてた学び、ESD
学び合いワーク 1（ESD かるた）
6/4… 現場体験（自由参加）：｢緑と水の
道｣ 活動
6/8… ESD 学び合いワーク 2（ESD ポス
ター）、ESD フェロー認定証授与
6/15… 全体のふりかえりと総括（まとめ）
4能力態度などについても説明（見える化）した
上で、この点も意識して授業を受けてもらった。
ESD の理解度
　本授業は、2016 年度は週明けの月曜日、
2017 年は週中日の木曜日と、授業開講曜日
が変更になった関係で、受講する学生の構
成と人数（表３に記載）、日常の実践活動の
結果に違いは出たが、受講生の自己評価を
基にした最終的な成果を見ると、ESD の理
解度は 100 点満点でみて、2016 年度が平均
74 点、2017 年度が平均 75 点とともに高く、
59 点以下だった受講生の割合は、2016 年度
が 5％、2017 年度が 6％と、ESD を理解す
る上で、かなり効果的な学習カリキュラムで
あったことが確認された。
表３　受講生の構成と人数
区　分 2016年度（月曜授業）
2017年度
（木曜授業）
学年
３年 4 人 9 人
２年 6 人 7 人
１年 135 人 78 人
学科
英文 8 人 3 人
日文 1 人 11 人
現社 31 人 18 人
人間 72 人 16 人
児童 21 人 14 人
食品 12 人 32 人
※ 英文：英語英文学科、日文：日本語日本
文学科、現社：現代社会学科、人間：人間
　この実習から、概ね 3 週目から 5 週目にか
けたあたりに停滞期が生じるが、そこを乗り
きって継続できれば「習慣化」が進むことを、
受講生が自らの実践で学びとれていた。授業
の中で、ESD では「気づき」と「変化」がキー
になることを話したが、「変化」を定着させる
（日常化、習慣化）ためには、その実践行動を
脳に日常行動だと認識させる必要があること
を、実体験を通して身につけてもらった。8 週
目を終えてのふりかえりにも、多くの受講生が
授業の課題としての取り組みが終わっても、こ
の実践行動を続けていきたいと書いていた。
　また、ESD では個人の変容のみならず、
社会も変えていくことが望まれるため、この
実習でも「まわりにも広められた」人の割合
をいかに高めていくかを全員で意識して取り
組んでいった。結果的には、多くの受講生が
家族や友人といった身近な人を通して広めて
いくのがやりやすいと感じつつも、そこから
さらに広げていくのが難しいと感じていた。
この壁を越えていくのに、京山地区では「1
人の 100 歩より100 人の 1 歩」といった考え
方、取り組み方が行われていることなどを解
説し、受講生のさらなる探究心、行動意欲を
高める工夫を行った。
ESD 達成度の自己評価結果の概要
　本授業では、第 1 回目の授業において、受
講生にこの授業を通して身についてもらいたい
図２　2017 年度の「習慣化と波及影響化」の実習結果（1 週間単位の成果の集計結果）
※ 図１、図２ともに、左の数字は「まわりにも広められた」人の割合を、右の数字は「ま
わりにも広められなかったし自分自身も実行できなかった」人の割合を示す。
5　平均は、44 点→ 65 点で、21 点向上。
④コミュニケーションを行う力
　平均は、47 点→ 66 点で、19 点向上。
⑤他者と協力する態度
　平均は、54 点→ 71 点で、17 点向上。
⑥つながりを尊重する態度
　平均は、51 点→ 71 点で、20 点向上。
⑦進んで参加する態度
　平均は、48 点→ 68 点で、20 点向上。
⑧つなぐ力
　平均は、45 点→ 63 点で、18 点向上。
表５　2017 年度の ESD の能力態度の到達度
①批判的に考える力（本質を見抜く力）
　平均は、39 点→ 62 点で、23 点向上。
②未来を予測して計画を立てる力
　平均は、41 点→ 66 点で、25 点向上。
③多面的・総合的に考える力
　平均は、41 点→ 63 点で、22 点向上。
④コミュニケーションを行う力
　平均は、47 点→ 65 点で、18 点向上。
⑤他者と協力する態度
　平均は、54 点→ 72 点で、18 点向上。
⑥つながりを尊重する態度
　平均は、50 点→ 71 点で、21 点向上。
⑦進んで参加する態度
　平均は、45 点→ 67 点で、22 点向上。
⑧つなぐ力
　平均は、41 点→ 62 点で、21 点向上。
考察とまとめ
　まとめとして、ESD が目指す力量形成
に係る指標（前述の「ESD の能力態度」
の 8 項目）などから、本実践についての考
察と評価を行った。
ESD の力量形成
　本授業は、前記の指標 8 項目を考慮し
て、必要な力量形成を目指したが、8 回の
授業時間で行えることの限界から、全項目
とも約 20％前後の力量の向上はできたが、
必要な力量を全項目で満足できるレベルに
もっていくには、より多くの学習時間（期
間）の確保や、学習プログラムのより一層
生活学科、児童：児童学科、食品：食品栄
養学科
　自分は何のために学ぶのか、学ぶことで
何が得られるのか、目的と目標を明確にし
ながらESDの学習を進めてもらったことや、
毎回、要望の多かった全員参加の楽しくも
気づきの多い ESD 検定を行ったことや、そ
の他の実践参加型の各プログラムが全体と
して効果的に機能したものと分析された。
ESD に関する能力態度
　受講生に ESD で身につけてもらいたい
能力態度として、設定した 8 項目について
の自己評価結果に基づく到達度を表４〜５
に示す（数字は受講前→受講後でどれくら
い向上したかを示す）。
　2016 年度も 2017 年度も、数値的に多少
の差はあるものの、項目別の達成度の程度
はほぼ同じであり、そのことから 2016 年度
と 2017 年度に行ったプログラムによって
達成できたことと、もう一歩工夫が必要な
項目は何かを明らかにすることができた。
　点数が高かった上位３つは、「他者と協
力する態度」「つながりを尊重する態度」
「進んで参加する態度」で、点数が低かっ
た下位３つは「批判的に考える力（critical 
thinking）」「つなぐ力」「多面的・総合的
に考える力」だったが、本授業を受ける前
と受けた後での差で見ると、「未来を予測
して計画を立てる力」がもっとも向上度
が高かった（2016 年度は平均 22 点向上、
2017 年度は平均 25 点向上）。
表４　2016 年度の ESD の能力態度の到達度
①批判的に考える力（本質を見抜く力）
　平均は、41 点→ 61 点で、20 点向上。
②未来を予測して計画を立てる力
　平均は、44 点→ 66 点で、22 点向上。
③多面的・総合的に考える力
6に踏み出せる力をつけるのに、個人差もあ
るので 3 ヶ月くらいは期間がほしい。この
ため、その先に進むためには、半年から１
年くらいの学習期間を確保して実践してみ
たい。
Think Globally、 Act Locally
　本実践では、地球規模の課題を自らの問
題として捉え、身近なところから取り組む
態度を身につけるようにするため、ESD
検定と前述の『ESD しゅうかんチェック
シート』を組み合わせた学習プログラムを
導入した。毎回の授業で取りあげるアプ
ローチの仕方も、地球規模の視点から、地
域的な視点、学校という身近な場の視点、
それに家庭などの日常の生活空間での視点
と、広い視点から身近な視点へと範囲を狭
めつつ、それらをつなげて考えられるよう
になるように、学習プログラムの構成を考
えて行った。この「Think Globally、 Act 
Locally」を考えたアプローチの仕方とし
ては、妥当であったと考えるが、各回のつ
ながりの「見える化」がやや弱かったよう
で、地球規模から身近なところへのつなが
りを受講生によっては十分認識しきれてい
なかったように思える。そのことが、実践
行動の継続・習慣化のための実習におい
ても、「まわりにも広められた」人の割合
が 2 割くらいまでで伸び悩んでしまったこ
とに表れているように思える。各回のつな
がりの「見える化」の仕方については、今
後、より成果があがるように工夫していき
たい。
アクティブ・ラーニング
　本実践では、次期学習指導要領の重点事
項「主体的な学び・対話的な学び・深い
学び」（アクティブ・ラーニング）と ESD
が深く結びついていることから、各回の授
業の進め方においても、受講生の主体的な
の向上（工夫）が必要と考える。特に、今
の大学生には「批判的に考える力（本質を
見抜く力）」が弱い。インターネットの普
及など情報化の大きな流れの中で、知識も
経験も少ない大学生は、あふれかえる情報
を適確に見極める力量がついていけてな
く、身近なスマートフォンやパソコンから
簡単に得られる情報を安易に鵜呑みにして
しまう。その情報は本当に正しいのか、妥
当なものなのかなどを、幅広く、かつ深く
調べて検証し、確証をもって扱うというと
ころまで行わない人が多いように思われ
る。これは小学校から高校までの学校教育
が、教科書にあることを教え込むことに重
点をおかれていた影響も大きいと考える。
本質を見抜く力を向上させる学習プログラ
ムのさらなる充実は、今後の大きな課題の
一つと考える。
社会への波及効果
　ESD は、持続可能な社会を目指した社
会変革のための教育であることから、個人
のみならず社会の変容を効果的に促せるカ
リキュラム開発として、本実践では『ESD
しゅうかんチェックシート』を用いた「実
践行動の継続・習慣化のための実習」に取
り組んできたが、授業内容の項で述べたよ
うに、社会を変えるために必要な「まわり
にも広められた」という実践ができるよう
にすることは容易ではない。約２ヶ月間、
１週間ごとのチェックというインセンティ
ブ（刺激策）があったため、実践ができる
ようになった人は受講生全体の約 2 割にま
で増えたが、これはまわりに波及効果を与
える第一歩（実践）を踏み出せるようになっ
た段階である。これをさらに確固たるもの
にし、社会へ大きく波及影響を出していく
ためには、この次の段階の学習・実践が必
要となる。これまでの実践から、人が持つ
習慣性を変えるには、初めの第一歩を確実
7の自然と環境問題」（岡山ユネスコ協会
　編），大学教育出版（2004）pp.198-205.
6） 池田満之：ESD 国連決議までの経緯と
ESD をめぐる国際的な動向．「自然と人
間を結ぶ　四月号　農村文化運動 172」，
農文協（2004）pp.43-50.
7） 池田満之：持続可能な開発のための教
育の 10 年　―環境教育との関連を踏ま
えて―．「地理　50 巻　8 月増刊号（通
巻 601 号）」（全国地理教育研究会　編），
古今書院（2005）pp.74-78.
8） 池田満之：「持続可能な開発のための
教育（ESD）」の構築を目指して．「河川
8 月号　61 巻　第 8 号（通巻 709 号）」，
日本河川協会（2005）pp.26-30.
9） 池田満之：持続可能な開発のための教
育の 10 年．「リベラシオン・人権研究
ふくおか　no.128」，福岡県人権研究所
（2007）pp.15-23.
10） ユネスコ加盟 50 周年記念事業岡山実行
委員会：ユネスコ加盟 50 周年記念事業
「みんなで取り組む環境づくりおかや
ま」報告書（2002）
11） 国立国会図書館調査及び立法考査局：
調査資料 2009-4　持続可能な社会の構
築　総合調査報告書（2010）
12） 池田満之：ESD とは何か．「持続可能
な開発のための教育（ESD）の理論と
実践」（西井麻美・藤倉まなみ・大江ひ
ろ子・西井寿里　編著），ミネルヴァ書
房（2012）pp.1-12.
13） 「国連持続可能な開発のための教育の
10 年」関係省庁連絡会議：国連持続可
能な開発のための教育の 10 年（2005
〜 2014 年）ジャパンレポート（2014）
14） 文部科学省：国連持続可能な開発のた
めの教育（ESD）に関するユネスコ世
界会議　フォローアップ会合　報告書
（2014）
15） 池田満之，環境アセスメントセンター
学びや深い学びを促すため、学習者自らが
実践したこと、学んだことを学習素材とし
て用いて展開したり、受講生同士がお互い
に学び合うグループワークなどを行ったり
と、講師からの一方的なレクチャーだけで
授業が行われるようにならないよう工夫し
た。毎回、授業の最後に行うふりかえりは、
受講生が学びを自分のものにするために効
果的であるだけでなく、受講生のふりかえ
りレポートの記述を集約して、特出すべき
トピックスを次回の授業の時に全員で共有
することで、受講生はより視野を広め、多
くの気づきを生み出していた。
今後に向けて
　受講生のふりかえり（感想）からは、本
授業が全員参加型の主体的な学びを中心に
したアクティブなものであったこと、目的
や目標が明確になっていて、進捗状況を含
めて授業全体が「見える化」されていたこ
と、ESD フェロー認定証の授与といった
成果に対する対価があることなどが、学習
効果をより高めていたものと分析された。
次期学習指導要領の核でもあるアクティ
ブ・ラーニングにも通じており、今後の大
学における効果的な人材育成教育カリキュ
ラムの開発に役立つ基礎情報をかなり得る
ことができた。この成果をさらに分析、考
察し、より学習効果の高い教育カリキュラ
ムを開発していきたい。
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